
 
 

 

 

 

２０２０年１０月２３日 

報道関係者 各位 
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 学校法人大阪医科薬科大学（大阪府高槻市大学町、理事長：植木實）が設置している大阪医科大学（同、学長：

大槻勝紀）と大阪薬科大学（大阪府高槻市奈佐原、学長：政田幹夫）の統合が、10 月 23 日付で文部科学省によ

り認可されました。また、同日付で同省に対し大学名称変更の届出を行いました。 

これにより、2021 年 4 月、「大阪医科薬科大学」（学生数：約 3,000 名）が誕生します。 

 

 この統合は、医学・薬学・看護学が連携・融和した先進的・専門的な教育・研究を推進し、それに基づく高度

な医療体制を構築・提供する我が国有数の医療系総合大学へと発展させることを目的としています。 

 3 学部による専門職連携教育（IPE）を推進・深化させていくなど、医療系総合大学としての強みを最大限に

活かし、社会から、そして臨床現場から真に求められる質の高い医療人を育成します。 

 

＜概 要＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜キャンパス＞ 

〇医学部   住 所：大阪府高槻市大学町 2 番 7 号 

○薬学部   住 所：大阪府高槻市奈佐原 4 丁目 20 番 1 号 

○看護学部  住 所：大阪府高槻市八丁西町 7 番 6 号 

 

詳細はホームページをご覧ください  https://www.omp.ac.jp/ompu.html 

 

≪本件に関するお問い合わせ先≫      

学校法人大阪医科薬科大学 法人広報室 

TEL：０７２－６８４－６８１７ 

【正式決定】２０２１年４月「大阪医科薬科大学」誕生 
― 大阪医科大学と大阪薬科大学の統合が認可されました ― 

ビジョン 



多職種連携教育プログラム

多職種連携論 4ー医療安全

多職種連携論 4 医療安全多職種連携論 4 医療安全
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看護学部

多職種連携論ー臨床・臨地実習

多職種連携論 臨床・臨地実習多職種連携論 臨床・臨地実習

多職種連携論ー臨床カンファレンス

多職種連携論 臨床カンファレンス多職種連携論 臨床カンファレンス

多職種連携論 3ー医療倫理

多職種連携論 3 医療倫理多職種連携論 3 医療倫理

多職種連携論 2ー医療と専門職

多職種連携論 2 医療と専門職多職種連携論 2 医療と専門職

多職種連携論 1ー医療人マインド

多職種連携論 1 医療人マインド多職種連携論 1 医療人マインド

新入生合同合宿

新入生合同合宿新入生合同合宿

大阪医科薬科大学の

PE

Interprofessional Education

専 門 職 連 携 教 育
現在、大阪医科大学、大阪薬科大学では
専 門 職 連 携 教 育［IPE：Interprofessional 
Education］の充実に注力しています。
医療人を目指す他学部の学生と合同で学び、
ディスカッションすることで、多様な考え方
に触れ、医療全体を俯瞰できるようになり、
その上で、自身のプロフェッショナリズムを
醸成していくことを大きな目的としています。

大学統合後は、医療系総合大学のメリットを
最大限に活かし、医学・薬学・看護学の 3 学部の
連携強化により、更に充実した IPE を実践
します。

チーム医療・多職種連携を
実践できる医療人の育成
チーム医療・多職種連携を
実践できる医療人の育成

多職種連携医療実習
臨床カンファレンスでは、入院中の患者さんが抱えて
いる課題について、各学部の学生が精査し、3 学部合
同のカンファレンスを通して解決を目指します。また
臨床・臨地実習では、へき地に赴いて医・薬・看の
学生で編成したチームが地域包括ケアに参加し、実際
の多職種連携医療を体験します。

3 学部合同講義、グループディスカッション

新入生合同合宿

臨床の現場で活躍中の多様な専門職の方々から、医療人
としてのやり甲斐や役割を学び、また、患者さんから
直接お話を聞くことで、社会における各専門職の使命
を考察します。その上で、3 学部の学生がグループ
ディスカッションすることで、自身の医療人としての
専門性について理解を深めます。

医・薬・看混成でのグルー
プ討議およびポスター作
成、大阪ライフサポート
協会による救急蘇生体験
学習、懇親会などを実施
します。


